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(57)【要約】
【課題】　排液時間を短縮することができ、かつ多くの
種類の内視鏡を再生処理することができる、内視鏡リプ
ロセッサ及び内視鏡リプロセッサ用フィルタを提供する
。
【解決手段】　内視鏡リプロセッサ１は、処理槽２１と
、排水口９１と、排水弁９１ａと、循環口４０および液
体導入口をつなぐ循環管路Ｃｐと、循環口４０から液体
導入口に向けて送液するポンプと、汚物を捕集する捕集
網、および捕集網を保持し、循環口４０に着脱される枠
２１２を含む捕集具４０ａと、循環口４０を水密に囲い
、枠２１２よりも高い位置に循環口４０に連通する開口
２１４が位置する筒２１３を含む囲い２１１と、処理槽
２１内に貯留されていた液体Ｌが所定の水位Ｐｈまで下
がったときに、ポンプを駆動する制御部１１５と、を含
む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を配置する処理槽と、
　前記処理槽底部に設けられた排水口と、
　前記排水口を開閉する排水弁と、
　前記処理槽底部に設けられた循環口と、
　前記処理槽側部に設けられた液体導入口と、
　前記循環口および前記液体導入口をつなぐ循環管路と、
　前記循環管路に配置され、前記循環口から前記液体導入口に向けて送液するポンプと、
　汚物を捕集する捕集網、および前記捕集網を保持し、前記循環口に着脱される枠を含む
捕集具と、
　前記循環口を水密に囲い、前記枠よりも高い位置に前記循環口に連通する開口が位置す
る筒を含む囲いと、
　前記排水弁が開放されて、前記処理槽内に貯留されていた液体が前記処理槽底部よりも
高い位置に設定された所定の水位まで下がったときに、前記ポンプを駆動する制御部と、
　を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記囲いは前記処理槽に対して着脱可能なアタッチメントであることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記囲いは前記捕集具に対して着脱可能なアタッチメントである、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記所定の水位を検知する水位センサを含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
リプロセッサ。
【請求項５】
　前記囲いの外周と前記処理槽側部の間の領域の前記液体が前記排水口から排出される時
間は、
　前記囲いの内周に囲まれた領域と前記循環管路内の液体が前記処理槽内に導入される時
間と同じ長さ以上である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　前記開口は水平であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記囲いは、前記循環管路の管路壁よりも肉厚に形成したことを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項８】
　汚物を捕集する捕集具と、
　前記捕集具を保持し、内視鏡のリプロセッサの処理槽に設けられた循環口に着脱される
枠と、
　前記枠に設けられ、前記循環口を水密に囲う筒および前記循環口に連通する開口を含む
囲いと、
　を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ用フィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサ及び内視鏡リプロセッサ用フィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使用した内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置がある。
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【０００３】
　例えば、特開２０１５－７０９４７号公報では、洗浄槽の底面に、液体を排出するため
の排水口と、貯留された液体を循環させて洗浄槽内の液体に水流を生じさせるための循環
口と、が設けられた内視鏡洗浄消毒装置が開示される。
【０００４】
　また、特開平９－２４８２７４号公報では、内視鏡を浸漬するために必要な消毒液の使
用量を極力少なくすることができるように、洗浄槽内に、操作部を収容する第１の凹部と
、コネクタを収容する第２の凹部と、第２の凹部から第１の凹部に向けて斜め下に傾斜す
る底面と、を有する内視鏡洗浄消毒装置が開示される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－７０９４７号公報
【特許文献２】特開平９－２４８２７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特開２０１５－７０９４７号公報の例に示す内視鏡洗浄消毒装置では、排水口
を介して洗浄槽の液体を排出した後、循環管路内の残液を洗浄槽に戻して排水口を介して
排出し、排液に時間がかかる。
【０００７】
　また、特開平９－２４８２７４号公報の例に示す内視鏡洗浄消毒装置では、挿入部及び
コネクタを収容する位置が定められ、洗浄消毒可能な内視鏡の種類が限られる。
【０００８】
　そこで、本発明は、排液時間を短縮することができ、かつ多くの種類の内視鏡を再生処
理することができる、内視鏡リプロセッサ及び内視鏡リプロセッサ用フィルタを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡を配置する処理槽と、前記処理槽底部
に設けられた排水口と、前記排水口を開閉する排水弁と、前記処理槽底部に設けられた循
環口と、前記処理槽側部に設けられた液体導入口と、前記循環口および前記液体導入口を
つなぐ循環管路と、前記循環管路に配置され、前記循環口から前記液体導入口に向けて送
液するポンプと、汚物を捕集する捕集網、および前記捕集網を保持し、前記循環口に着脱
される枠を含む捕集具と、前記循環口を水密に囲い、前記枠よりも高い位置に前記循環口
に連通する開口が位置する筒を含む囲いと、前記排水弁が開放されて、前記処理槽内に貯
留されていた液体が前記処理槽底部よりも高い位置に設定された所定の水位まで下がった
ときに、前記ポンプを駆動する制御部と、を含む。
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサ用フィルタは、汚物を捕集する捕集具と、前記捕
集具を保持し、内視鏡のリプロセッサの処理槽に設けられた循環口に着脱される枠と、前
記枠に設けられ、前記循環口を水密に囲う筒および前記循環口に連通する開口を含む囲い
と、を含む。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、排液時間を短縮することができ、かつ多くの種類の内視鏡を再生処理
することができる、内視鏡リプロセッサ及び内視鏡リプロセッサ用フィルタを提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの循環口及びアタッチメントの
構成を示す断面図である。
【図３】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの排液処理の例を示すフローチ
ャートである。
【図４】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの排液処理の例を説明するため
の図である。
【図５】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの排液処理の例を説明するため
の図である。
【図６】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの排液処理の例を説明するため
の図である。
【図７】本発明の実施形態に係わる、アタッチメントの高さと排液時間の関係を説明する
ためのグラフである。
【図８】本発明の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサの循環口及びアタッ
チメントの構成を示す断面図である。
【図９】本発明の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサの循環口及びアタッ
チメントの構成を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００１４】
　（第１の実施形態）
　（構成）
　図１は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の構成を示すブロック図で
ある。図２は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の循環口４０及びアタ
ッチメント２０１の構成を示す断面図である。図１では、電気信号線は、省略される。
【００１５】
　内視鏡リプロセッサ１は、汚染された内視鏡Ｅ、及び、内視鏡Ｅの部品又は付属品等の
内視鏡付属品の再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるも
のではなく、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する
消毒、全ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのい
ずれであってもよい。内視鏡付属品は、特に限定されず、例えば、使用時に内視鏡Ｅに装
着されて再生処理時に内視鏡Ｅから取り外される吸引ボタン、送気送水ボタン、または内
視鏡Ｅの先端部を覆う先端カバーなどが挙げられる。
　なお、以下の説明において、上方とは比較対象に対してより地面から遠ざかった位置の
ことを指し、下方とは比較対象に対してより地面に近づいた位置のことを指す。また、以
下の説明における高低とは、重力方向に沿った高さ関係を示すものとする。
【００１６】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、トップカバー１１と、処理槽２１を有す
る。トップカバー１１を開けると、処理槽２１は外部に露出する。
【００１７】
　処理槽２１には、再生処理を行う内視鏡Ｅが配置され、洗浄液、消毒液、すすぎ液等の
液体Ｌが貯留される（図４）。処理槽２１は、処理槽底部２１ａと、処理槽底部２１ａの
周囲から立ち上がるように形成した処理槽側部２１ｂと、処理槽側部２１ｂの一部を平坦
状に形成したテラス２１ｃとを有する。なお、図１の処理槽２１は、テラス２１ｃを有す
るが、本発明の内視鏡リプロセッサ１はテラス２１ｃを有しなくても構わない。
【００１８】
　給水ホース接続口３１は、給水チューブＴｓを介して水道栓Ｗと接続される。また、給
水ホース接続口３１は、給水管路３２と接続される。給水管路３２は、三方電磁弁３３と
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接続され、給水ホース接続口３１側から順に、給水電磁弁３４と、逆止弁３５と、給水フ
ィルタ３６とが設けられる。
【００１９】
　循環ノズル３７は、三方電磁弁３３の切替え動作により、給水管路３２と送液管路３８
のいずれか一方と連通する。循環ノズル３７は、水道栓Ｗから供給された水又は後述する
循環口４０から取り込まれた液体Ｌのいずれか一方を処理槽２１に吐出する。
【００２０】
　送液管路３８には、送液ポンプ３９が設けられる。
【００２１】
　循環口４０は、処理槽底部２１ａに設けられる。図２に示すように、循環口４０は、流
入管路４１と連通し、処理槽２１内の液体Ｌを流入管路４１に流すことができるように構
成される。循環口４０は、捕集具４０ａを有する。
【００２２】
　捕集具４０ａは、着脱可能に循環口４０を覆い、汚物を捕集する。捕集具４０ａは、例
えば、循環口４０に取り付けられる金属の織網を含む。なお、捕集具４０ａは、金属の織
網に限定されず、例えば、打抜網、非金属網、樹脂網又は合成繊維網等を含んでも構わな
い。すなわち、捕集具４０ａは、汚物を捕集する捕集網を含む。
【００２３】
　流入管路４１は、外向フランジ４１ａ、螺状部４１ｂ及びナット４１ｃを有する。
【００２４】
　外向フランジ４１ａは、循環口４０側の端部の外周に設けられ、処理槽２１内に配置さ
れる。
【００２５】
　螺状部４１ｂは、外向フランジ４１ａの下方に設けられ、処理槽底部２１ａの下方に配
置される。
【００２６】
　ナット４１ｃは、螺状部４１ｂに締め付けられる。
【００２７】
　図１に戻り、流入管路４１は、２つに分岐し、送液管路３８及びチャネル管路４２と接
続される。チャネル管路４２は、コネクタ４３、漏水検知用コネクタ４４及びテラスノズ
ル４５と接続される。チャネル管路４２には、送液又は送気するチャネルポンプ４６、チ
ャネルブロック４７、チャネル電磁弁４８及び開閉弁４９が設けられる。チャネル管路４
２は、リリーフ弁５１を有するケース用管路５２にも接続される。ケース用管路５２は、
槽底ノズル５３を介し、付属品ケース５４と接続される。
【００２８】
　内視鏡リプロセッサ１は、循環口４０によって処理槽２１の液体Ｌを取り込み、循環ノ
ズル３７、コネクタ４３、テラスノズル４５及び槽底ノズル５３から取り込んだ液体を送
り、液体Ｌを循環させる。
【００２９】
　すなわち、循環ノズル３７、コネクタ４３及びテラスノズル４５の各々は、処理槽側部
２１ｂに設けられた液体導入口である。液体導入口であるコネクタ４３は、洗浄チューブ
又は内視鏡Ｅの口金を接続可能である。液体導入口である、循環ノズル３７及びテラスノ
ズル４５は、テラス２１ｃに設けられる。
【００３０】
　また、流入管路４１、チャネル管路４２及び送液管路３８の各々は、循環口４０及び液
体導入口をつなぐ循環管路Ｃｐである。
【００３１】
　また、送液ポンプ３９及びチャネルポンプ４６の各々は、循環管路Ｃｐに配置され、循
環口４０から液体導入口に向けて送液するポンプである。
【００３２】
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　洗剤ノズル６１は、洗剤管路６２を介し、洗剤を貯留した洗剤タンク６３と接続される
。洗剤管路６２には、洗剤用ポンプ６４が設けられる。洗剤ノズル６１は、洗剤タンク６
３の洗剤を処理槽２１に吐出する。
【００３３】
　アルコールタンク７１は、アルコール管路７２を介し、チャネルブロック４７と接続さ
れる。アルコールタンク７１には、アルコールが貯留される。アルコール管路７２には、
アルコール供給ポンプ７３及び電磁弁７４が設けられる。
【００３４】
　送気ポンプ８１は、送気管路８２を介し、チャネルブロック４７と接続される。送気管
路８２には、逆止弁８３及びエアフィルタ８４が設けられる。送気ポンプ８１は、外部か
ら空気を取り込み、チャネルブロック４７に送気する。
【００３５】
　排水口９１は、処理槽底部２１ａに設けられる。排水口９１は、排水口９１を開閉する
排水弁９１ａを介し、薬液タンク９２及び外部排液手段Ｅｄと接続される。排水口９１は
、排液ポンプ９３によって排水管路９４を介して外部排液手段Ｅｄに処理槽２１の液体Ｌ
を排出する。また、排水口９１は、消毒液等の薬液を回収できるように、排水弁９１ｂ及
び薬液回収管路９５を介して薬液タンク９２に処理槽２１の薬液を排出する。
【００３６】
　薬液タンク９２には、薬液回収管路９５を介して回収した薬液の他、薬液供給管路９６
を介し、薬液ボトル９７によって供給された薬液も貯留される。薬液タンク９２の薬液は
、加温部９８によって加温される。
【００３７】
　薬液ノズル９９は、薬液管路１０１を介して薬液タンク９２と接続される。薬液管路１
０１には、薬液フィルタ１０２と薬液ポンプ１０３が設けられる。薬液ノズル９９は、薬
液タンク９２の薬液を処理槽２１に吐出する。
【００３８】
　振動部１１１、ヒータ１１２及び温度検知センサ１１３は、処理槽底部２１ａに設けら
れる。
【００３９】
　水位センサ１１４は、処理槽２１に設けられ、処理槽２１の水位Ｗｈを検知する。水位
センサ１１４は、処理槽２１の水位Ｗｈが所定の水位Ｐｈよりも低くなったとき、処理槽
２１の水位Ｗｈが所定の水位Ｐｈ以下になったことを示す制御信号を制御部１１５に出力
する。
【００４０】
　制御部１１５は、水位センサ１１４及び図示しない操作パネルからの各種信号が供給さ
れ、ポンプ及び弁等の内視鏡リプロセッサ１内の各部を制御信号の出力によって制御する
。制御部１１５は、ＣＰＵ１１５ａ及びメモリ１１５ｂを有する。制御部１１５の機能は
、ＣＰＵ１１５ａがメモリ１１５ｂからプログラムを読み込み、実行することによって実
現される。
【００４１】
　メモリ１１５ｂには、内視鏡リプロセッサ１内の各部を制御するプログラムの他、排液
処理部Ｐ１のプログラム及び所定の水位Ｐｈも記憶される。
【００４２】
　排液処理部Ｐ１は、排液処理を行う。排液処理部Ｐ１は、排水弁９１ａが開放されて、
処理槽２１内に貯留されていた液体Ｌが処理槽底部２１ａよりも高い位置に設定された所
定の水位Ｐｈまで下がったときに、ポンプを駆動する。
【００４３】
　所定の水位Ｐｈは、排液処理部Ｐ１の処理において、循環管路Ｃｐの排液を開始する水
位の情報である。所定の水位Ｐｈは、処理槽底部２１ａよりも高い位置、かつアタッチメ
ント２０１の高さＡｈよりも低い位置の水位である。所定の水位Ｐｈは、排液時間Ｔが短
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縮されるように、実験的又は経験的に設定される。所定の水位Ｐｈは、操作パネルから設
定入力可能である。
【００４４】
　電源１１６は、内視鏡リプロセッサ１の各部に外部から取り込んだ電力を供給する。
【００４５】
　図２に示すように、アタッチメント２０１は、循環口４０に着脱自在に取り付けられる
。アタッチメント２０１は、アタッチメント２０１の内領域Ｑと外領域Ｒを区画する。ア
タッチメント２０１は、囲い２１１と、パッキン２２１とを有する。
【００４６】
　囲い２１１は、例えば、金属、樹脂又はセラミック等を材質として構成される。囲い２
１１は、枠２１２、筒２１３及び開口２１４を有する。
【００４７】
　枠２１２は、流入管路４１を取り囲むように配置され、外向フランジ４１ａの外径より
も内径が小さくなるように形成される。枠２１２は、外向フランジ４１ａに掛け止めされ
る。
【００４８】
　筒２１３は、枠２１２よりも上方に開口２１４が位置するよう配置される。より具体的
には、枠２１２の開口よりも、筒２１３の開口２１４の方が上方となるよう配置される。
筒２１３は、外向フランジ４１ａの外径よりも内径が大きくなるように形成され、軸方向
に所定の長さを有する。所定の長さは、アタッチメント２０１が高さＡｈになる長さであ
る。筒２１３の内周２１３ｑによって囲まれた領域及び循環管路Ｃｐ内の領域が内領域Ｑ
である。筒２１３の外周２１３ｒと処理槽側部２１ｂの間の領域が外領域Ｒである。
【００４９】
　開口２１４は、筒２１３の上部側の開口である。開口２１４は、水平になるように形成
されることが好ましい。開口２１４は、循環口４０と連通する。
【００５０】
　パッキン２２１は、例えば、樹脂等を材質とし、枠２１２と処理槽底部２１ａの間に配
置される。螺状部４１ｂにナット４１ｃを締め付け、外向フランジ４１ａの下部が枠２１
２をパッキン２２１に押し付けることにより、筒２１３は、循環口４０を水密に囲うよう
に、取り付けられる。
【００５１】
　すなわち、捕集具４０ａは、汚物を捕集する捕集網、および捕集網を保持し、循環口４
０に着脱される枠２１２を含む。囲い２１１は、循環口４０を水密に囲い、前記枠２１２
よりも高い位置に前記循環口４０に連通する開口２１４が位置する筒２１３を含む。囲い
２１１は、処理槽２１に対して着脱可能なアタッチメント２０１である。より具体的には
、囲い２１１は、捕集具４０ａに対して着脱可能なアタッチメント２０１である。
【００５２】
　（作用）
　内視鏡リプロセッサ１の作用について、説明をする。
【００５３】
　図３は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の排液処理の例を示すフロ
ーチャートである。図４から図６は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１
の排液処理の例を説明するための図である。
【００５４】
　図４は、処理槽２１に液体Ｌを貯留した状態を示す。図４では、内視鏡Ｅは、接続チュ
ーブＴｃによってコネクタ４３と接続され、処理槽２１の液体Ｌに浸漬する。また、液体
Ｌは、循環管路Ｃｐを介して循環する。より具体的には、循環口４０を介して流入管路４
１に流入した液体Ｌは、チャネルポンプ４６によってチャネル管路４２、チャネルブロッ
ク４７、チャネル電磁弁４８、コネクタ４３及び接続チューブＴｃを介して内視鏡Ｅ内に
導入され、内視鏡Ｅ内の管路を通過し、処理槽２１に排出し、循環する。
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【００５５】
　洗浄、消毒又はすすぎ等、処理槽２１に貯留された液体Ｌによる内視鏡Ｅの処理が終了
すると、制御部１１５は、排液処理を開始する。
【００５６】
　処理槽２１の排液をする（Ｓ１）。制御部１１５は、制御信号を出力し、排水弁９１ａ
を開状態にする。続いて、制御部１１５は、制御信号を出力し、排液ポンプ９３を駆動す
る。排液ポンプ９３が駆動すると、処理槽２１の液体Ｌは、外部排液手段Ｅｄに排出され
る。
【００５７】
　処理槽２１の水位Ｗｈを検知する（Ｓ２）。制御部１１５は、水位センサ１１４から入
力した制御信号によって処理槽２１の水位Ｗｈを検知する。
【００５８】
　処理槽２１の水位Ｗｈが所定の水位Ｐｈ以下であるか否かを判定する（Ｓ３）。制御部
１１５は、Ｓ２において検知した処理槽２１の水位Ｗｈが、所定の水位Ｐｈ以下であるか
否かを判定する。処理槽２１の水位Ｗｈが所定の水位Ｐｈを超えていると、制御部１１５
が判定するとき、処理はＳ１に戻る。一方、処理槽２１の水位Ｗｈが所定の水位Ｐｈ以下
であると、制御部１１５が判定するとき、処理はＳ４に進む。制御部１１５は、処理槽２
１の水位Ｗｈが所定の水位Ｐｈ以下になるまで、Ｓ１からＳ３の処理を繰り返す。
【００５９】
　循環管路Ｃｐの排液をする（Ｓ４）。制御部１１５は、制御信号を出力し、チャネルブ
ロック４７及びチャネル電磁弁４８を開状態にする。続いて、制御部１１５は、制御信号
を出力し、チャネルポンプ４６を駆動する。
【００６０】
　図５に示すように、チャネルポンプ４６の駆動により、内領域Ｑの液体Ｌｑは、循環口
４０、循環管路Ｃｐ、コネクタ４３、接続チューブＴｃ及び内視鏡Ｅを介し、外領域Ｒに
排出される。外領域Ｒに排出された液体Ｌｑは、循環管路Ｃｐに入らずに、排水管路９４
を介して外部に排出される。図６に示すように、外領域Ｒと内領域Ｑの排液は、同時に進
行する。
【００６１】
　循環管路Ｃｐ及び処理槽２１の排液が終了すると、排液処理は終了する。
【００６２】
　Ｓ１からＳ４では、チャネル管路４２を通る循環管路Ｃｐの排液の例を説明した。送液
管路３８及びケース用管路５２を通る循環管路Ｃｐの排液も、チャネル管路４２を通る循
環管路Ｃｐの排液と同様であり、説明を省略する。
【００６３】
　Ｓ１からＳ４の処理が、排液処理を構成する。
【００６４】
　続いて、アタッチメント２０１の高さＡｈと排液時間Ｔの関係を説明する。
【００６５】
　図７は、本発明の実施形態に係わる、アタッチメント２０１の高さＡｈと排液時間Ｔの
関係を説明するためのグラフである。図７では、横軸が、アタッチメント２０１の高さＡ
ｈを示し、縦軸が、排液時間Ｔを示す。
【００６６】
　図７の例では、所定の水位Ｐｈが、アタッチメント２０１の高さＡｈと同じである。し
たがって、処理槽２１の水位Ｗｈが、アタッチメント２０１の高さＡｈと同じになったと
き、内領域Ｑの排液が開始される。
【００６７】
　アタッチメント２０１の高さＡｈが高さＡｈ１よりも低いとき、液体Ｌｑの排出の開始
時刻が遅く、排液時間Ｔは長い。より具体的には、液体Ｌｑを循環させて処理槽２１に導
入する導入時間Ｔｑは、液体Ｌｒを排水管路９４から排出する排液時間Ｔｒよりも長い。
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【００６８】
　導入時間Ｔｑは、液体Ｌｑの体積と、チャネルポンプ４６の性能及び循環管路Ｃｐの形
状に基づいた単位時間当たりの処理槽２１への導入量と、に応じて設定される。
【００６９】
　排液時間Ｔｒは、液体Ｌｒの体積と、排液ポンプ９３の性能及び排水管路９４の形状に
基づいた単位時間当たりの外部排液手段Ｅｄへの排液量と、に応じて設定される。
【００７０】
　アタッチメント２０１の高さＡｈが高さＡｈ１であるとき、導入時間Ｔｑと排液時間Ｔ
ｒが同じであり、液体Ｌｑと液体Ｌｒの排出は、同時に終了する。したがって、液体Ｌは
、最小排液時間Ｔｍｉｎをかけて排液される。
【００７１】
　アタッチメント２０１の高さＡｈが高さＡｈ１よりも高いとき、液体Ｌｑの排出は、液
体Ｌｒの排出の終了よりも前に、終了する。したがって、液体Ｌは、最小排液時間Ｔｍｉ
ｎをかけて排出される。
【００７２】
　実施形態では、排液時間Ｔｒは、導入時間Ｔｑの長さ以上に設定される。言い換えると
、囲い２１１の外周２１３ｒと処理槽側部２１ｂの間の領域の液体Ｌｒが排水口９１から
排出される時間は、囲い２１１の内周２１３ｑに囲まれた領域と循環管路Ｃｐ内の液体Ｌ
ｑが処理槽２１内に導入される時間と同じ長さ以上に設定される。
【００７３】
　なお、図７では、所定の水位Ｐｈがアタッチメント２０１の高さＡｈと同じである例を
説明したが、排液時間Ｔが最小排液時間Ｔｍｉｎになるように、所定の水位Ｐｈを実験的
又は経験的に設定しても構わない。例えば、アタッチメント２０１を高さＡｈ１よりも高
く形成し、所定の水位Ｐｈを高さＡｈ１と同じ高さに設定しても構わない。また、最小排
液時間Ｔｍｉｎで排液できるように、ユーザが、所定の水位Ｐｈを調整しても構わない。
【００７４】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１では、外領域Ｒの液体Ｌｒの排出を終えたときには
、循環管路Ｃｐを含む内領域Ｑの液体Ｌｑの排出も終えており、排液時間Ｔを短縮するこ
とができる。
【００７５】
　また、内視鏡リプロセッサ１では、アタッチメント２０１が小型化され、アタッチメン
ト２０１を避けるように内視鏡Ｅをセットすることができ、多くの種類の内視鏡Ｅを再生
処理することができる。
【００７６】
　実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１は、排液時間Ｔを短縮することができ、かつ
多くの種類の内視鏡Ｅを再生処理することができる。
【００７７】
　（実施形態の変形例１）
　第１の実施形態では、アタッチメント２０１は、筒状に形成されるが、アタッチメント
２０１ａは、太筒状に形成しても構わない。
【００７８】
　図８は、本発明の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサ１の循環口４０及
びアタッチメント２０１ａの構成を示す断面図である。本変形例の説明では、実施形態及
び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００７９】
　アタッチメント２０１ａは、流入管路４１を含む循環管路の管路壁よりも肉厚に形成さ
れた囲い２１１ａを有する。
【００８０】
　これにより、アタッチメント２０１ａは、強度を高めることができる。
【００８１】
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　（実施形態の変形例２）
　第１の実施形態及びその変形例１では、アタッチメント２０１、２０１ａは、捕集具４
０ａに取り付けられるが、アタッチメント２０１ｂが捕集具２３１を有しても構わない。
【００８２】
　図９は、本発明の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサ１の循環口４０及
びアタッチメント２０１ｂの構成を示す断面図である。本変形例の説明では、実施形態及
び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００８３】
　アタッチメント２０１ｂは、汚物を捕集する捕集具２３１を有する。
【００８４】
　捕集具２３１は、枠２１２及び筒２１３を含む囲い２１１の上部に保持される。
【００８５】
　すなわち、アタッチメント２０１ｂは、内視鏡リプロセッサ１用のフィルタである。内
視鏡リプロセッサ１用のフィルタは、汚物を捕集する捕集具２３１と、捕集具２３１を保
持し、内視鏡リプロセッサ１の処理槽２１に設けられた循環口４０に着脱される枠２１２
と、枠２１２に設けられ、循環口４０を水密に囲う筒２１３及び循環口４０に連通する開
口２１４を含む囲い２１１と、を含む。
【００８６】
　これにより、アタッチメント２０１ｂと捕集具２３１が一体化され、処理槽２１に対す
るアタッチメント２０１ｂ及び捕集具２３１の着脱を併せて行うことができる。
【００８７】
　なお、第１の実施形態及びその変形例では、所定の水位Ｐｈは、水位センサ１１４によ
って検知されるが、他の方法によって検知しても構わない。例えば、所定の水位Ｐｈは、
制御部１１５によって排水弁９１ａの開放時間に基づいて検知しても構わない。
【００８８】
　本明細書における各「部」は、実施形態の各機能に対応する概念的なもので、必ずしも
特定のハードウェアやソフトウェア・ルーチンに１対１には対応しない。したがって、本
明細書では、実施形態の各機能を有する仮想的回路ブロック（部）を想定して実施形態を
説明した。また、本実施形態における各手順の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。さらに、本実施形態における各手順の各ステップの全てあるいは一部をハードウェアに
より実現してもよい。
【００８９】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００９０】
１　　 内視鏡リプロセッサ
１１　 トップカバー
２１　 処理槽
２１ａ 処理槽底部
２１ｂ 処理槽側部
２１ｃ テラス
３１　 給水ホース接続口
３２　 給水管路
３３　 三方電磁弁
３４　 給水電磁弁
３５　 逆止弁
３６　 給水フィルタ
３７　 循環ノズル
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３８　 送液管路
３９　 送液ポンプ
４０　 循環口
４０ａ 捕集具
４１　 流入管路
４１ａ 外向フランジ
４１ｂ 螺状部
４１ｃ ナット
４２　 チャネル管路
４３　 コネクタ
４４　 漏水検知用コネクタ
４５　 テラスノズル
４６　 チャネルポンプ
４７　 チャネルブロック
４８　 チャネル電磁弁
４９　 開閉弁
５１　 リリーフ弁
５２　 ケース用管路
５３　 槽底ノズル
５４　 付属品ケース
６１　 洗剤ノズル
６２　 洗剤管路
６３　 洗剤タンク
６４　 洗剤用ポンプ
７１　 アルコールタンク
７２　 アルコール管路
７３　 アルコール供給ポンプ
７４　 電磁弁
８１　 送気ポンプ
８２　 送気管路
８３　 逆止弁
８４　 エアフィルタ
９１　 排水口
９１ａ 排水弁
９１ｂ 排水弁
９２　 薬液タンク
９３　 排液ポンプ
９４　 排水管路
９５　 薬液回収管路
９６　 薬液供給管路
９７　 薬液ボトル
９８　 加温部
９９　 薬液ノズル
１０１ 薬液管路
１０２ 薬液フィルタ
１０３ 薬液ポンプ
１１１ 振動部
１１２ ヒータ
１１３ 温度検知センサ
１１４ 水位センサ
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１１５ 制御部
１１５ａ　　　ＣＰＵ
１１５ｂ　　　メモリ
１１６　　　 電源
２０１　　　 アタッチメント
２０１ａ　　　アタッチメント
２０１ｂ　　　アタッチメント
２１１　　　 囲い
２１１ａ　　　囲い
２１２　　　 枠
２１３　　　 筒
２１３ｑ　　　内周
２１３ｒ　　　外周
２１４ 開口
２２１ パッキン
２３１ 捕集具
Ｃｐ　 循環管路
Ｅ　　 内視鏡
Ｅｄ　 外部排液手段
Ｌ　　 液体
Ｌｑ　 液体
Ｌｒ　 液体
Ｐｈ　 所定の水位
Ｐ１　 排液処理部
Ｑ　　 内領域
Ｒ　　 外領域
Ｔ　　 排液時間
Ｔｃ　 接続チューブ
Ｔｍｉｎ　　　最小排液時間
Ｔｑ　 導入時間
Ｔｒ　 排液時間
Ｔｓ　 給水チューブ
Ｗ　　 水道栓
Ｗｈ　 水位
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